
津

軽

弘

前

藩

の

武

芸

ω

香

料

紹

介

太

国

品

充

「
吉
ハ
任
万
認
集
」
的

解
題

;ヱ

"̂' 

も
そ
の
中
の

い
っ
て
よ
い
G

す
ベ

の

に
は
疑

ー
;
:
、

問
カ
立
し

で
は
な
い
の
立
、

の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の

に
、
武
芸
に
関
す
る
輿

か
ら
で
あ
る
。

て
い

の
中
か
ら
、
武
芸
に
関
す
る
項
昌
を
選
ん
で
解
読
し
、
そ
れ
に
若
干

の

こ
と
立
し
た
。

さ
て
、

(
以
後
市
立
国
書
館
と
略
称
す
る
)
で
は
、
次
の
三
冊
の
『
古
往
万
徳
集
』
を
一
所
蔵
し
て
い
る
。
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、、
B
/

、

唱

i
，，ESB
目且冒‘‘、、

ぽ
ー
捌

1
9
『
古
往
万
徳
集
』

はー一
m
l
m
『
神
君
古
往
万
徳
集
』

は
l
捌
l

U

『
古
往
万
徳
集
』

(2) (3) 書
の
体
裁
は
と
に
か
く
と
し
て
、
右
は
何
れ
も
異
な
る
人
物
に
よ
る
筆
記
写
本
で
あ
る
。
こ
の
三
冊
と
、
他
の
郷
土
資
料
『
奥
富
士

注

ω

物
語
』
等
か
ら
『
古
往
万
徳
集
』
の
著
者
・
成
立
時
期
・
構
成
等
を
検
討
し
、
解
題
と
し
た
い
。

一
、
著
者
に
つ
い
て

(
お
く
が
き
)

右
の
三
冊
の
中
で
「
奥
書
」
は

ωω
に
は
な
く
、

ωの
『
神
君
古
往
万
徳
集
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

O
資
料

ω二
七
六
九
)

明
和
六
己
丑
年
正
月
二
十
一
日
書
之

注
ゆ

藤
原
通
麿

花
押

右
此
一
冊
者
口
か
家
に
累
代
持
来
候

神
君
御
意
口
口
口
為
附
録
積
年
願
望
之
処

此
般
門
弟
今
氏
秘
庫
之
一
巻
密
一
一
受
授
之
市

幸
甚
不
斜
揮
老
筆
謹
書
之
平
子
々



議
々
夢
々
以
而
不
可
出
閉
戸
者
也

一O
〉

八
烏

花
押

朱
印

の

z

一
の
み
か
ら
誰
せ
ば
『
吉
住
万
語
集
』
の
著
者
は
い
か
に
も

で
、
成
立
時
期
は
明
和
六
年
〈

七
六
九
)

と
考
え
ら
れ
易
い
。

し
か
し
、

次
の
よ
う
左
記
述
が
み
ら
れ
る
。

。
資
料
∞
ー
、
調
盛
徳
の

御
近
土
吊
伊
藤
括
明
か
家
説
御
意
書
、
足
立
氏
の

法
制

に
詳
也
。

、
つム】

那
須
家
御
改
易
、

(
一
六
八
八
)

て
星
形
様
間
十
四
日
よ
り
翌
元
禄
肘
一
刻
六
日
民
年
四
月
十
七
日
迄
得
関
門
被
選
。
此
議
、

注
切

に
省
略
す
。

(巻

¥ザ〆

に
記
ざ
る
故
、

に
乗
た

の
仕
込
、
亦
、

注
紛

一
に
出
た
り
。
渡
的

に
は
、
御
居
合
は
関
口
流
之
御
名
人
に
て
被
為
有
と
承
候
条
物
語
挟
。

差
形
嫌
謁
由
民
下
し
被
遊
た
る
紫
と
い

て
笹
船
と

3 

(
御
馬
投
青
沼
勘
右
寵
門
盛
次
に
関
し

々

た
る
人
生
。

〈
巻
四
〉

-4
、
桜
嘉
兵
助
正
襲
一
広
、
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1 
の

、
2
の

3
の

と
あ
る
よ
う
に
、

か
ら
は

」
と
、
が
で
き
る
。

4
の

の
箇
暁

は
、
詳
し
く
は
「
桜
毘
兵
助
正
慶

)
一
五
」

る
べ
き
で
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

吋
古
住
万
徳
集
い
そ
の
も
の
に
自
を
転
ず
れ
ば
、
そ
の
「
巻
上
い
の

の
項
目
の
中
立
〈

イ〉

い
て
は
後
述
す
る
〉

の
一
節
が
あ
る
。

。
資
料
扮そ
の

メL
J 

以

ハ
津
軽
信
政
公
〉
御
代
に
専
ら
或
し
、

?

な

ど

)

〈

油

開

)

語
口
衛
門
、
予
祖
父
半
兵
禽
拝
ハ
御
門
弟
の
瑞
一
也
。

tま

下
子
え
も
志
次
第
御
自
身
欝
教
被

遊
候
由
。

の
中
に
も
、

書、

今

以

て

子
孫
に
簿
わ
る
。

右
の

の

と

の
著
者
邑
身
か
、

の
編
者
応
よ

そ
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
予
」
と
い
う
人
物
は
、
資
料

ωの

の

と

る
。
こ
の
「
桜
庭
半
丘
(
禽
」
は
、
次
の
資
料
同
か
ら

の
一寸

担
父
半
丘

衛

続伸と
志語い
』う

の
t主

と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、

一
七
三

の
校
正
に
当
っ
た

よ
〉
フ
。

。
資
料
ゆ



桜
庭
浜
之
一
献
立
御
普
代
之
兵
右
衛
門
子
に
し
て
、
御
児
小
姓
に
被
召
使
、
御
近
習
小
姓
、

迄
相
勤
、
に
名
を
被
賞
入
品
也
。
津
軽
一
統
忠
撰
者
也
。
当
時
、

三

て

お

い

ゆ

六
亥
年
五
月
撲
。

調
馬
廼
組
頭

右

¥../ 

右
の
ゆ
川
刊
に
あ
る
よ
う
な
資
料
か
ら
も
、

『
古
詮
一
万
徳
集
』
の
著
者
は

の
孫

る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
れ
で
は
翻
っ
て
、
先
の
資
料

ω「
嬰
和
六
己
丑
年
正
月
二
十

の

と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

で
あ
っ
た
の
か
、

れ
t土

が
『
古
往
万
徳
集
』

と
い
う

と
を
意
味
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

こ
の
点
に
少
し
融
れ
て
み
る
こ
と

ιす
る
。

v
も
ん
ヤ
ー
も
ル
〕

tま

の
編
者
で
あ
っ
て
、

の
七
代

と
い
わ
れ
て
い
る
。

通
称

で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、

よ
う
に

カミ

し
た
と
い
う
原
本
は
、

の
「
今
民
秘
庫
の
一

っ
た
。
そ
し
て
、

に
「
今
氏
器
庫
の

巻」

は
、
明
和
六
年
(

七
六
九
)
、
今
兵
部

喬
門

い
た
も
の

い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う

ι

い
か
に
も

の
よ
う

ι忠
わ
れ

と
、
資
料

ωの

略
す
」
な
ど
と
い
う
表
現
は
あ
り
得
な
い
。
資
料
幼
の
各
記
述
は
、
む
し
ろ 蜘で

桜
庭
正
慶
か

も
し
「
藤
原
通
麿
」
が

自
身
が

63 

で
・
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
簡
所
と
考
え
ら
れ
る
。
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写(1) W古往万徳集』の著者、桜庭兵
助藤原正慶の墓 (弘前市長雲山

藤先寺〉智鏡院霊鑑寂明居土・

明和八辛卯年正月三日(1771)

写(2)兵助正慶の父 ・桜庭兵右衛門藤

原武正の墓 (弘前市長雲山藤先

寺〉儀光院法案道性居士・行年

四十七歳終鷲寛延二己巳年七月

六日(1749)

以
上
の
経
緯
か
ら
、
や
は
り
『
古
往
万
徳
集
』
の

写

ω

著
者
は
「
桜
庭
兵
助
正
慶
」
と
推
定
し
て
ほ
ど
間
違

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
複
数
に
よ
る
編
集
と
す
れ

ば
、
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

「
藤
原
通
麿
」
が
「
明

和
六
己丑
年
正
月
二
十
一
日
書
之
」
と
し
た
の
は
、
原

本
を
書
き
写
し
た
期
日
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
「
桜
庭
兵
助
正
慶
」
な
る
人
物
に
つ
い
て
ど

あ
る
が
、
資
料

ωに
「
大
組
武
頭
世
禄
四
百
石
」
と
あ

る
だ
け
で
、
人
物
像
に
つ
い
て
は
資
料
不
足
で
っ
か

み
難
い
。
大
組
武
頭
・
四
百
石
と
い
う
の
は
、

『弘

前
市
史
・
藩
政
編
』

(
一
二
二
二
頁
)
か
ら
、
手
廻
組

頭
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
斗
陣
形
を
作
っ
た
時
に
、
藩

主
の
近
く
で
戦
斗
員
を
指
揮
す
る
武
官
で
あ
る
。
藩

主
の
信
頼
が
深
く
、
そ
れ
な
り
の
器
量
の
あ
っ
た
人

物
と
思
わ
れ
る
が
、

い
ま
ひ
と
つ
具
体
性
に
欠
け

る
。
た
H
A

家
系
上
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
津
軽
信
政
の

一口
行
に
つ
い
て
資
料
あ
る
い
は
聞
き
伝
え
か
ら
充
分

書
け
る
立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
祖



写(3)兵助正慶の祖父・桜庭半兵衛藤

原正盈の墓(弘前市長雲山藤先

寺〉忠操院殿節山良儀居士・行

年六十七歳終官、元文五庚申歳

五月廿一日(1740)

父
桜
庭
半
兵
衛
正
盈
が
、
資
料

ωや
注
例
に
示
し
た

よ
う
に
、
津
軽
信
政
の
御
児
小
姓
と
し
て
幼
年
時
代

か
ら

「御
側
」
に
仕
え
、

「御
直
弟
」

と
し
て
直

接
「
神
儒
道
し
の
指
導
を
受
け
、
長
じ
て
は
御
馬
廻

組
頭
と
し
て
側
近
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
父
桜
庭

写
切

丘
(
右
衛
門
武
正
も

『
奥
富
士
物
語
・
巻
一
二
』
(
『
新
編

青
森
県
叢
書
(
五
)
』
四
一
二
頁
)
に
、

「
桜
庭
半
丘
(

写
矧

衛
正
盈
嫡
子
丘ハ
右
衛
門
儀
は
無
足
に
て
、
玄
桂
院
様

代
信
政
・
五
代
信
寿
・
六
代
信
著
の
藩
主
三
代
に
わ
た
っ
て
に
仕
え
、

に
、
藩
主
近
く
に
仕
え
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
推
察
で
あ
る
。
こ
と
に
半
兵
衛
正
盈
は
、

(
五
代
藩
主
信
寿
)
御
小
姓
組
相
勤
」
と
あ
る
よ
う

注
側

『
津
軽
名
臣
博
』
に
あ
る
よ
う
に
、
四

「
見
聞
乎
事
物
一
而
記
憶
不
忘
也
」
と
い
う
博
識
の
人
物
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
兵
助
正
慶
が
『
古
住
万
徳
集
』
を
書
く
に
当
つ
て
の
資
料
に
不
足
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
、
成
立
の
期
日
に
つ
い
て

引
用
や
、
次
の
資
料

ωの
引
用
な
ど
か
ら
『
奥
富
士
物
語
』

『
古
往
万
徳
集
』
の
成
立
の
時
期
は
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
不
詳
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
H
A

資
料

ωの
よ
う
な

「
万
徳
集
」
の

る

(
明
和
二
年
一
七
六
五
|
成
立
)
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
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1 

の
兵
学
講
談
に
関
し

得
意
書
な
ら
び
に

玉
話
集
に

一¥ー/

2 

て
)

万
徳
集
に

一
月
十
五

に
し
て
病
死
、

ぃ
験
跡
君
臨
務
院
比

〈
巻
盟
)

3 

(
設
利
伊
兵
毎
均
禄
に
関
し

比
の
人
、

一
身
の
始
末
、

浅
川
州

百
績
な
り
。

〈
巻
四
)

右
の
よ
う
に

の

は
、
す
で
に
成
立
し
て
い
た

を
い
ろ
い
ろ
と
参
考
と
し
、

ま

た
、
ほ
H
A

問
、
じ

ウ鴫

引
用
し
て
い
る
。
従
っ
て

〈
一
七
六
五
)
以
前
に

て

、
4
n
-

luv
ふ
れ

と
が
で
き
る
。

「
信
政
公
」
の
記
述
に
引
用
し
て
い
る
吋
波
辺
利
容
筆
記
』

部
分
的
で
は
あ
る
が
、

そ
の
ま
ま

『古

往
万
諮
集
H

に
引
用
し
て
い

の

が
、
注

ωに
示
し
た
よ
う
に
享
録
十
八
年
ハ

七
三
三
)
以
後
の
記
述
で

あ
る
か
ら
、

は
、
享
保
十
八
年
か
ら
明
和
二
年
の
関
の
成
支
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

、
構
成
に
つ
い
て

市
立
国
書
館
、
が
所
蔵
し
て
い
る
三
冊
の
中
、
ぽ
l
捌

i
9

分
け
、
さ
ら
に
項
目
別
に
記
述
し
て
い
る
。
ぽ
l
湖
1

日

と
は
i
加

lm
諸
君
向
往
万
徳
集
』
は
、
上
・
中
・
下
巻
に

に
泣
こ
の
頃
自
が
な
く
、

し
点、

の

部
が
欠
落
し
て
い
る
ο

上
・
中
・

い
る
と
い
っ
て
も
、
侍
を
基
準
と
し
て
分
け
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
し
、
項
昌
に



ま
7こ

つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
題
名
が
為
る
わ
け
で
は
な
い
。

の
数
は
ほ
1
調

i
9

い
。
次
に
項
目

て
い

つ
け
、
書
き
出
し
の

で
あ
る
。

O 
資

1 巻料
r--， (6) 
GK 

ι289 
1日 l

政 9
公
聡
明
叡
知
の
得
良
将

67 

。口、

ーで

2 

一
、
御
幼
年
様
J
御
老
年
迄
:
:
:

3 

一、

4 

、
孔
子
在
川
上
日

5 

一、

し
て
家
督
j
e
-
-

々
詩
意
に
、

6 

一
、
縄
入
部
の
時
J
其
安
世
上
に
:
:
:

、

呼，

s

、
御
若
年
，
g
期
学
問
に
御
志
課
く

8 

一
、
日
勺
矢
は
第

て・・・・・・

9 

一
、
信
教
公
於
錦
術
地
流
と
の

10 

て
浅
利
均
株

舟
兵
誌
に
心
然
を
尽
し

一
、
信
政
公
居
合
法
関
口
流

に
多
く
、て

列
挙
す
る
。

「
ム
マ
家
秘
庫
の
一
時

と
い
う
は
i
識
i
m
w

の
あ
る
の
は
、

qi溺
!
日

に
少
な

に
欠
け
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ヘ1
J
a也
、

f
t
¥
1
i
 

。
口
、
O
M
、

o
m、

¥
ノ
1
i

、

f
kワ
μon、

on、
。
及
、

O
幻
、

12 

一、
、
或
時
御
意
に
、
汝
等
龍
龍
覚
よ
:
:
:

、
或
時
御
意
に
、

15 

一、

不
寄
・
，
‘
‘
‘
.

一
、
或
時
調
意
に
、
汝
等
本
望
至
極
な
る

とを・・・・・・

、
或
持
詩
意
に
、

の
餅
こ
そ

ノ、

一、

、
異
国
に

移
徒
せ
し
に
:
:
:

19 

一
、
松
山
玄
山
其
丹
御
伽
の
衆
御
前

ι

或
時
錦
近
習
の
面
々
江
揚
唱
被
遊
侯
は

一、

唯
武
士
は
武
の

一
、
亦
御
意
に
、
渡
部
大
隅
守
配
流
被
部
吋

、
或
時
江
戸
に

ヘ
ヨ
々
の
:
:
:

一、

年
留
者
頭
福
士
氏
無
調
法
至
極
な
る
義
者
之
;
:
・

一
、
亦

の
義
有
之
a

・・・・・

、
言
設
公
神
田
の

一
、
位
政
公
御
小
設
に
北
村
源
八
と
云
物
有

28 

一、

の
節
御
道
中
腰
越
と
申
一
併
に
て
:
・
・

29 

、
丹
々
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一
、
信
政
公
御
在
日
出

御
近
溜
衆
の
内
部
献
立
を
相
何
役
時
・•.•.. 

31 

一
、
第
或
時
御
意
に
、
人
の
人
た

32 

一、

て
朝
調
膳
ハ
山
吹
の
間
に
て

一
、
或
持
信
政
公
、
森
嬬
前
守
様
江

の
文
字
を
御
数
設
遊
-
e
.
.
.
.
 

34 

一
、
成
時
調
餅
菓
子
被
吾
上
侠
時
:
:
:

一
、
或
時
御
域
の

々

36 

、
或
時
調
意
に
、

桓
公
ハ
勝
れ
た
る
入
品
な
り

の
実
御
盤
の
聞
に
常
に
御
立
被
為
霊
候
僻
錆
立
・
E
-
e
e

・

て
御

g
付
方
江
断
状
差
出
候
節
:
:
:

、
或
時
御
意
に
、
汝
ら
能
関
、
後
の
面
々
共
も
一
銭
奉
行
を
も
勤
べ
し
:
:
:

却
、

一
、
凡
一
間
信
政
公
御
家
来
合
被
召
仕

ノ、

一
、
亦
は
街
近
習
衆
伺
そ
筋
能
事
を
申
上

42 

、
信
設
公
御
能
ノ
館
の
被
侍
付
人
数
其
外
i
・e-

43 

一
、
信
政
公
御
荘
世
毎
月
調
家
中
の
抑
礼
被
為
請
挨
節
ハ

、
信
致
公
海
在
世
禅
家
老
織
鼓
仰
付
、
議
話
相
済
初
部
被
遊
調
逢
鉄
節
:
:
:

45 

て
江
戸
棄
に
て
縛
料
理
人
坂
本
部
左
衛
門
と
申
者

46 

一
、
或
時
御
意
に
、
数
寄
道
ハ
能
武
士
も
時

47 

一
、
或
時
御
武
芸
所
に
て
御
家
門
方
江
鯨
荊
御
見
せ
被
成
候
由
に
て
:
:
:
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中
巻

O 
3 
0
4
、

0
7
 

0
8
、

O 
9 
O 
10 48 

、
信
義
公
御
所
望
、

の
歳
日
一
一
詠
せ
ら
る
ふ
和
歌
・
:

49 

、
寛
文
元
丑

信
政
公
御
入
部

:
j

50 

、
制
御
入
部
の
後
の
有
時
:
:
:

51 

一
、
又
自
問
自
容
の
御
心
に
て

1 

、
~
信
政
公
御
在
国
中
に
つ
御
領
内
津
々

々
御
巡
見
:
:
:

2 

青
森
御
逗
留
の
内
、
海
辺
御
捗
行
・
:

の
項
ぽ
I
湖
i
m
w
で
は
「
空
間
村
の
百
設
太
郎
次
、
親
に
孝
な
る
を
被
遊
諮
問
い
の
書
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
内
容
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
〉

一
、
亦
或
年
、
得
巡
見
の
節
新
田
の
内
:
:
:

、
或
時
、
構
雑
談
に
御
誕
の

々
江
御
附
、
菌
詞
に
尤
な
る
事
有
:
・

5 

吉
来
，
g
豊
鏡
な
れ
ハ
盗
人
も
な
く

6 

一
、
世
押
替
り
江
戸
表
に
て
ハ

一、

六
七
十
年
以
来
無
之
大
凶
作

、
或
持
、
調
城
下
に
続
人
有
之
:
:
・

、
於
江
一
ρ
表
御
機
嫌
錦
窺
い

の
義
に
付
・
・
・
・
・
・

一
、
儲
政
公
御
酒

た
と
へ
小
査
と
い
へ
と
も
其
の
手
に
被
為
受
挟
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口
、ou、

ou、
。
目
、
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て・・・・・・

12 

の
鉄
砲
の
名
人
に
て
披
召
抱
:
・
.

一、

日
の
夜
-
-
-
-
-

一
、
或
時
、

の
関
廼
り
:
:
:

一、

辻
、
武
装
は
何
れ
も
と
申
す
内
、

々

16 

一、

制
御
下
浜
の
節
・
・
・•.. 

17 

、
御
罵
上
は
て
御
名
誉
多
き
中
に
;
:
:

18 

一、

辺
江
御
出
の
節
:
:
:

19 

、
制
御
道
中
ハ
大
方
榔
馬
に

20 

一
、
御
馬
の

ハ
、
右

レ」ノ¥・・・・・・

21 

一
、
御
側
外
様
の
面
々
、
親
並
び
に
子
と
も
に
至
る
迄
:
・

22 

一
、
或
時
錦
哨

ι、
身
と
も
ハ
大
名
の
事
な
れ
は

23 

一、

由
、
毎
登
被
遊
侯
節
:
:
'

24 

一
年
、
江
戸
表
に
て
誰
人
の
執
持
に
や
;
:
:

25 

、
青
沼
勧
右
衛
門
御
馬
役
、
殊
の
外
名
人
に
て

26 

一、

じ
て
松
平
加
賀
守
様
御
馬
、
其
の
名
を
笹
船
と
申
す
由

27 

、
落
何
れ
の
噴
か
、
勘
右
構
内
御
供

ιて
罷
登
り
候
節
・

28 

一、

、
土
と
な
り
武
芸
在
勤
る
は

て

し



72 

下
巻

。
目
、 1 2 、

一
、
大
和
広
あ
ら

ハ
元
禄
年
中
の
御
事
に
て
、

ノ、

3 

一、

の

、

A
せ

一
、
古
き
衆
ハ

お
は
や
け
の

に
御
大
事
者
ん
に
も
:
:
:

に
と
も
古
聖
の

及
ふ
・
:
・
:

に
、
新
古
に
不
偽
心
に
叶
創
刊
と
も
、
気

花
な
し
、
中
奥
は
花
過
て
実
す
く
な
し

6 

、
亦
、
御
若
年
に
被
成
御
産
候
領
、
兵
学
御
執
行
の
節

北
村
与
左
衛
門
と
申
す
者
聯
か
無
調
法
脊
之

、
円ひ

、

月

i

一、

8 

、
不
依
師
事
に
人
に
物
を
被
頼
と

9 

の
時
、

一
、
御
仕
置
、
段
々
御
改
被
遊
侯
:
:
:

よ
り
き
せ
る
取
出
し
・
・
・
・
会
事

一、

10 

の
口
取
、

一
、
御
噺
江
、
坂
倉
周
防
守
設
は
公
事
御
関
被
戎
侯

12 

一
、
亦
、

一
、
期
間
守
殿
公
方
の
御
前
江
被
召
、

に
調
老
中
也

11 

の
内

13 

、
御
英
才
の
得
鈴
光
、

の
事
迄
調
明
細
に
被
成
御
産
侯
出
‘..••. 

14 

一、

の
人
口
と
い

一
、
或
時
の
御
意

ι、
我
ら
常
々

か
よ
し

16 

一
、
常
げ
い
も
度
々

、
古
人
。
親
死
し
て
一
一
一
日
の
認
は
食
も
口
に

粥
ば
か
り
く
ら
ひ

内

i

、

1
Eゐ

て
:
:
;

人
間
の
天
地
に
有
て
万
の
物
の
頭
と
な
り
・..••. 
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一
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親
の
事
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一
、
競
の
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に
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20 21 22 ハ
補
選
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ク・砂.，
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日
此
宮
へ
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一
、
御
域
の
北
丑
寅
に
当
て
山
王
権
現
宮
脊

一
、
貞
享
西
了
予
年
三
月
十
八
日
、
弘
前
表
接
選
街
発
鷺

2 

一
、
貞
享
爵
年
神
田
鷹
匠
町
御
上
屋
敷
に
被
遊
御
座
設
第
の

下
之
巻

(
補
遺
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注

ω
O
『
弘
前
図
書
館
郷
土
資
料

H
録
・
第
二
巻
、

岩
見
文
庫
郷
土
資
料

・
目
録
そ
の

一
』
(
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
、
昭
三
六
・
三
)
一
九
|

二
O
頁
に
、
渡
辺
利
容
『
高
照
宮
御
遺
鑑
』
伊
東
裕
明
「
高
照
霊
社
御
意
書
」
(
享
保
二
年
ー
一
七
一
七
)
内
容
が
同
じ
書
と
し
て
「
明
君
夜
話

近
士
口
伝
集
」
「
信
政
公
御
意
之
筋
聞
伝
集
(
尊
聴
録
)
明
訓
録
」「
高
照
霊
社
玉
話
記
」
を
、
そ
の
外
に
「
貞
享
規
範
録
」
等
を
挙
げ
て
い
る
。

O
『
弘
前
市
史
・
藩
政
編
』
(
弘
前
市
史
編
纂
委
員
会
・
名
著
出
版
・
昭
四
八
・
一
一
)
「
付
録

-
E部
門
別
史
料
」
一

O

一
一
頁
に
、
森
内

繁
富
「
貞
享
規
範
品
川
」

(
文
化
三
年
l
i

一
八

O
六
)
、
渡
辺
利
容
「
高
照
宮
御
遺
録
」
享
保
一
八
年
(
一
七
三
三
)
を
挙
げ
、
伊
峠
裕
明
「
高

照
霊
社
御
意
書
」
(
享
和
二
年
)
「
明
君
庭
話
近
士
口
伝
集
」
「
信
政
公
御
意
之
筋
聞
伝
集
」
(
草
ー
徳
録
・
高
同
公
明
訓
録
)
「
出
制
…2
社
宝
話
記」

な
ど
は
「
高
照
宮
御
遺
録
」
の
抄
録
と
思
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
「
付
録
・

I
一
般
的
史
料
」
四
一
只
に
、
藤
原
通

m
ハ
今
主
口
之
丞
)

「
奥
富
士
物
語
」
(
明
和
二
年
l
l

一
七
六
五
)
を
「
四
代
信
政
の
事
蹟
を
内
容
と
し
て
い
る
」
と
挙
げ
て
い
る
。

O
『
新
編
青
森
県
叢
書
(
五
)
』
(
一
八
五
頁
)
に
所
収
さ
れ
て
い
る
『
奥
富
士
物
語
』
の
「
解
題
」
で
も
、
ほ

x
同
様
の
書
を
挙
げ
て
い
る
。

ω
『
奥
富
士
物
語
』
七
巻
に
つ
い
て
。

先
に

『青
森
県
叢
書

(
第
八
編
・
第
九
編
)
』
(
青
森
県
立
図
書
館
・
青
森
県
議
書
刊
行
会
編
、
昭
二
九
・
四
青
森
県
学
校
図
書
館
協
議
会

刊
)
に
収
録
さ
れ
、
後
に

『新
編
青
森
県
叢
書
(
五
)
(
六
)
』
(
新
編
青
森
県
叢
書
刊
行
委
員
会
編
、
昭
四
八

・一

O
、
歴
史
図
書
社
刊
)
に
も

収
録
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
解
題
」
に
、
「
『
奥
富
士
物
語
』
は
明
和
二
年
、
藤
原
通
麿
に
よ
っ
て
編
輯
、
補
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
津

軽
中
興
の
祖
で
あ
り
、
後
に
高
昭
一
神
社
に
祭
ら
れ
た
津
軽
藩
四
代
信
政
公
の
事
蹟
を
詳
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
津
軽
信
政
公
は
当
時
、
白
河
楽
翁

公
、
上
杉
鷹
山
公
、
細
川
銀
台
公
と
併
せ
、
天
下
の
四
名
君
と
称
せ
ら
れ
た
人
で
、
治
世
五
十
四
年
間
に
、
新
田
の
開
墾
、
藩
内
産
業
の
促
進
に

よ
る
津
軽
藩
百
般
の
基
礎
を
き
づ
き
、
尚
、
文
武
諸
芸
の
堪
能
者
を
お
召
抱
に
な
り
、
北
奥
の
果
に
あ
る
陸
奥
国
の
文
化
興
隆
に
尽
力
せ
ら
れ
た

藩
主
で
あ
る
。

(
中
略
)
編
者
通
麿
は
、

妙
公
、
妙
心
院
様
、
御
霊
社
様
、

神
君
、
高
同
様
等
と
沢
山
の
敬
称
を
以
て
尊
奉
し
た
信
政
公
の
御
事

蹟
が
畑
滅
さ
れ
る
の
を
歎
ん
じ
た
あ
ま
り
、
明
和
年
中
旧
本
に
補
記
、
本
書
を
書
き
誌
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
後
略
)
」
と
し
て
い
る
。

多
方
面
に
わ
た
っ
て
採
録
し
た

『
奥
富
士
物
語
』
は
、

後
に

『津
軽
歴
代
記
類
』
の
「
信
政
」
の
項
(
巻
二
)
や
『
津
軽
藩
旧
記
類
』
に
引
用

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
影
響
力
の
大
き
い
書
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
両
書
に
つ
い
て
は
『
弘
前
市
史

・
藩
政
編
』
「
附
録
」
の

「
史
料
解
説
」
七
1

八
頁
に
詳
し
い
。

ω
『
新
編
青
森
県
叢
書
(
五
)
』
(
既
出
)
の
『
奥
富
士
物
語
』
の
(
解
題
)
に
よ
れ
ば
、
藤
原
通
麿
は
、

兵
部
右
衛
門
通
麿
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
奥
奥
士
物
語
』
の
編
者
で
あ
る
。

ω
『
新
編
青
森
県
叢
書
(
五
)
』
一
九
五
頁
c

ゆ
『
新
編
青
森
県
叢
書
(
六
)
』
二
一
頁
。

ゆ
『
新
編
青
森
県
叢
書
(
五
)
』
四
九
五
頁
。

74 

今
善
之
丞
通
麿
、
今
家
の
七
代
、
今



~4) M M斡 的
『
新
編
青
森
殻
叢
魚
川
(
中
ハ
〉
』
二
四
真
。

的
『
津
軽
…
統
合
位
。
第
五
代
藩
主
・
津
軽
信
寿
時
代
の
享
保
一
六
年
三
七
三
一
)
五
月
戒
宣
の
官
撰
の
史
書
。
官
接
の
史
議
と
し
て
は
、
弘

語
審
唯
一
と
い
わ
れ
る
。
授
正
は
留
守
府
議
減
桜
庭
半
兵
需
主
議
、
…
蹴
集
は
御
中
小
姓
椙
変
共
有
衛
門
則
武
、
開
瓜
伊
藤
八
名
籍
門
祐
則
の
二
人
で

あ
る
。
〈
吋
弘
前
市
史
』
「
的
録
い
「
史
料
解
説
」
一
二
頁
よ
り
〉

口
駅
…
縞
青
森
県
叢
書
士
〉
同
江
「
津
粍
一
一
統
誌
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
首
巻
」
に
「
桜
庭
半
兵
衛
藤
原
正
盈
」
校
正
と
あ
る
。

州
コ
耕
一
鑓
青
森
県
叢
書
〈
五
〉
』
二
九
八
頁
。
ま
た
、
問
書
の
四
五
三
i
西
五
四
一
民
古
典
富
士
物
語
・
泰
一
一
一
同
に
、
桜
庭
半
兵
高
正
盆
を
次
の
よ

う
に
招
介
し
て
い
る
。

一
、
対
馬
原
可
愛
持
公
或
老
人
の
物
語
に
、
享
保
境
調
留
守
岩
組
頭
た
る
由
、
桜
薙
半
丘
(
藷
正
掠
と
い
ふ
人
有
、
誌
人
桜
嘉
太
郎
定
衛
門
子
に
し

て
、
浜
之
混
と
中
妙
心
日
誌
(
洋
経
一
一
一
日
政
〉
御
克
小
詮
た
ち
ぷ
し
て
、
万
事
調
直
弟
に
て
神
揺
道
等
も
不
時
、
正
義
第
告
の
d

人
普
く
人
の
知
一
坊

主
3

殊
に
幼
年
よ
り
御
割
に
向
ひ
の
事
故
、
御
家
法
等
も
一
浮
く
覚
江
た
る
人
也
。
(
以
下
略
〉

吋
津
軽
名
目
伝
』
(
宝
暦
年
間
;
一
七
六

O
年
頃
l
乳
井
貢
建
議
)
「
誇
軽
史
第
十
三
議
い
一
昨
枝
、
三
八
九
ー
ー
一
二
九

O
頁
に
も
詔
介
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
は
「
桜
庭
半
兵
衛
正
範
・
桧
潤
諾
太
郎
左
衛
門
い
と
島
る
。

伸
明
津
川
性
名
臣
伝
』
c

法
川
枇
秒
間
…

弱
冠
一
川
昌
従
於
…
創
出
政
公
室
信
著
公
、
勤
仕
え
一
一
一
代
容
貌
有
威
厳
一
一
一
一
口
行
最
正
裂
は
品
審
礼
法
也
、
故
世
以
北
人
之
一
苦
言
語
不
疑
問
、
法
於
此
人
以
為

謹
又
見
聞
乎
事
物
J

時
記
法
不
忘
也
。
ハ
以
下
略
)

『
新
編
青
森
県
蔽
謙
一
回
(
五
)
』
二
八
一
一
一
一
良
。

コ
新
編
青
森
県
議
書
(
六
)
』
二
盟
京
。

叫
が
約
一
掃
青
森
県
叢
書
(
ム
ハ
)
』
一
一
四
一
良
。

津
軽
信
政
の
子
、
第
五
代
藩
東
・
津
軽
信
寿
の
初
名

「
古
往
万
徳
集
』

(1) 

75 

冊
の
中
、
は
i
加
i
Q
V

は
分
量
と
し
て
は

番
多
い
が

京
本
と
持
じ
で
あ
る
と
は



76 

い
。
し
か

む
当
っ
て
こ
の
ほ
1

溺

!
9
苫
往
万
密
集
』
在
中
心
と
し
、
右
の

と
を

し
な
が
ら
、
と
く
に

GK 

289 

10 

と
の

し

る
こ
と
に
し

え
倒

、
原
文
に
は
な
レ
が
、
句
点
ハ
o

〉
(
、
)
を
つ
け
、
段
落
を
作
っ
た
。

一
、
模
字
は
で
き
る
だ
け
当
用
漢
字
を
掃
い
た
が
、
原
文
を
生
か
し
て
そ
の
ま
L

の
漢
字
も
あ
る
。

一
、
変
体
仮
名
・
異
字
は
、

A

部
を
訟
い
て
仮
名
ま
た
は
漢
字
に
改
め
た
。

一
、
原
文
の
文
体
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、
送
り
技
名
・
接
尾
語
を
付
し
た
が
、
一
較
的
に
読
め
る
と
思
わ
れ
る
筒
所
は
そ
の
ま
与
に
し
た
。

一
、
番
安
立
の
文
頭
に
あ
る
浮
数
字
は
、
…

maim-9
円
台
住
万
徳
集
』
の
項
目
の
蹴
番
を
示
し
て
い
る
。

つ
は
i
捌

1
9
円
吉
往
万
徳
集
切
に
は
、
言
文
書
と
し
て
は
珍
し
く
、
現
代
の
夏
教
と
も
去
う
べ
き
数
字
が
、
枚
数
毎
手
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機

数
字
で
示
し
た
。
た

x
し
、
「
十
一
こ
が
議
接
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
与
に
し
て
お
い
た
。

一
、
文
中
の
口
口
は
忠
喰
い
、
そ
の
告
に
よ
る
判
読
不
能
の
文
字
、
〈
内
は
解
読
者
の
誌
で
島
る
。

弓皆
矢Z
i土烹
第 τl

の神
宮学
随御
波川和

実3侍注

て
奉
宇

不
残

御
極
め
被
遊
G

於
御
馬
事
ハ
、

泌氏

mw

ハ
毛
利
刑
部
少
輔
様
A
O
不
残
御
簿
受
御
済
み
被
遊
侯
由
。

ノ、

、

で
掛
取
り
被
遊
設
曲
。

注

仙

開

其
の
後
、
江
戸
浪
人
長
崎
義
主
語
門
と
申
す
仁
被
吾
寄
御
帯
ね
竣
成
候
慮
、

の
由
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へ
ば
、
間
も
な
き
に
皆
済
の
御
偉
受
数
折
を
被
為
極
、
調
晩
年
に
は
期
工
夫

注
}
同
制

詩
家
中

ιて
ハ
、
御
当
流
と
申
す
御
流
義
の
名
も
御
座
候
得
ど
も
、
御
秘
事
の

そ
の
諸
流
、

ハ
、
得
代
に
専
ら
成
り
し
御
余
鹿
、
下
々
一
弘
、
も
忠
次
第
、
御
自
身
締
教
被
遊
侠
由
。
其
の
中
に
も
、
木
村
杢
之
助
、
槌
口
需
門
、
予
祖

車。

(

ぎ

て

)

注

M
W

情
、
御
飯
能
は
、
提
新
在
籍
門
様
講
流
義
の
一
刀
流
御
究
め
被
選
。

の

今
以
て
難
有
、
子
孫
に
簿
わ
る
。

注
泌

の
兵
法
所
と
申
し
候
小
野
次
部
省
衛
門
様
の
御

〈
す
ぐ
れ
)

日
疋
れ
又
制
御
極
め
被
遊
。
誌
の
小
野
様
の
禅
門
弟
凡
そ
一
一
一
千
人
余
の
内
に
も
、
被
為
勝
供
一
一
一
人
の
内
の
御
一
人
に
て
被
成
御
座
候

の
後
、

由
数字
寄芝ハ
の鑓

棒

又
は
鎌
・
居
合
等
の
培
義

ι至
る
迄
、
極
に
不
被
為
査
と
申
す
事
不
被
成
御
座
候
由
。

〈
な
ど
〉

事
業
杯
も
被
成
御
勝
れ
、
片
網
様
、
小
堀
遠
州
様
軒
の
御
流
義

ιて
天
下
の
人
に
毎
知
ら
れ
被
遊
検
出
。

十
余
の

制
御
筆
遊
ハ
、
尤
も
御
能
書
、

よ
ふ
被
遊
、
其
の

話
葉
備
前
守
様
御
進
め
に
て
加
茂
の
甲
斐
被
遊
、

不
絶
御
務
諌
被
遊
候
出
。

甲
斐
方

6
被
成
得
究
め
、

で
被
成
候
御
入
の
由
。

後
の
申
斐
も
此
方

様
江
被
召
寄
、
御
深
切
に
縛
尋
ね
被
遊
挟
由
。

此
の

楽
箸
の

の
面
々
習
ひ
学
び
候
様
に
教
師
付
。

(
と
く
と
〉

の
稽
古
所
に
必
ら
ず
制
御
出
で
被
遊
。
得
自
分
ハ
不
竣
成
候
得
ど
も
、
ト
チ
得
得
聴
開
被
遊
技
由
。

の
楽
人
を
被
召
寄
、
時
々

の
節
、

人
の

方
を
究
る
さ
ヘ
、
人
毎
に

右
の
通
り
緯
智
福
謁
好
業
御
開
講
な
ら
へ
な
り
て
、
可
申
上
も
一
本
り
博
へ

聖
人
に
座
し
て

つ
多
能
げ
い
あ
ら
せ
ら
れ
侯
時
、

ハ
多
能
不
成
と
門
弟
中
被
申
候
第
、

御
容
、

ナ
/レ

也

シ
故
多
ク

ス。

ナ
ラ
ン
乎
設
。
不
多
ナ
ラ
也
と
。

信
政
公
は
、

ら
の
御
大
名
に
て
、
加
斯
は
、

(
い
か
で
〉

の
御
穏
に
も
争
開
御
恥
可
被
選
御
給
。

感
態
じ
て
、
諸
勢
の



名
人
上
手
自
黙
に
御
国
江
来
り
集
る
。
上
方
賢
し
と
い
え
と
も
稀
な
る
寝

、
諸
職
人
応

も
、
御

人

の
得
諒
に
掃
す
。

γ
」、

yuu-

ノ、

、

は

ハ
必
ら
す
訊
粋

は
、
人
心
じ
は

に
て
も
東
と
て
、

方
に
も
東
方
に
し
て
太
陽

の

土
地
上
方
式
は
狭
し
と
い
へ
と
も
、
是
の
形
桧
に
し
て
内
に
陽
を
含
む
。
発
す
る
時
は
三
富
一
の
富
士
山
に
似
た

る
岩
木
の
大
山
高
有
り
、

能
き
武
士
可
出
事
也
。

怒
れ
ハ
和
国
三
国
一
の
大
日
本
国
、

其
の
内
に
て
此
の
御
鎮
は
極
め
て
一
な
る
べ

し
。
其
の
鐙
、
馬
、
鷹
の
類
迄
逸
物
也
。
入
の
性
援
も
等
し
な
る
べ
し
。

信
設
公
の
御
生
得
、
前
代
未
聞
の
明
君
、
余
国
猶
不
例
問
、

旦
つ

の
申

し
な
す
一
所
迄
じ
、

心
を
被
為
足
。

V

」
、

}
M
M

・

神
代
人
。

の

百
人
扶
持
は
、
比
の
流
義
に
附
た
る
古
来
J
む
議
知
の
由
。

此
め
入

の
開
起
た
り
。
此
の
嬬
簿
を
阿
部
品
最
後
守
様
御
側
調
用
入
、
知
行
千
三
百
石
松
田
仁
丘
(
箭
と
串
す
仁
、
其
の
子
に
て

松
田
甚
五
兵
衛
、

(
懇
)

に
念
翼
に
出
会
い
せ
し
事
無
隠
。
惇
奏
江
被
吾
出
御
尋
ね
の
時
、
数
年
懇
に

此
の
流
の
嫡
停
を
得
、

当
自
を
名
字
と
す
。

其
の
後
当
一
田
半
兵
衛
と
相
改
む
。

其
の
頃
、
天
下
の
逆
心
油
井
正
雪

い
侯
段
無
相
違
候
、
併
し
、

と
申
し
分
担
立
つ
。
夫
れ
，
g
奥
州
江
下
り
、
暫
し
仙
台
に
有
り
。

り
御
縁
に
や
、

ツ
の
切
組
J
、

の

世
搭
の

必

79 

ノ、

、

げ
い
ざ
と

此
の

て
難
済
も
者
、
俸
の
不
審
ハ
浴
の
答

ιて
申
す
に
、
其
の
時
の
師



‘'1' 

80 

に
し
て
生
得
不
才
、
取
な
し
不
調
法
故

ι

ノ、

、

に
設
へ
と
も
、
大
綱
引
敵
役
の
雑
談

は
、
此
の
淀
義
、

か
け
ま
く
も
賢
き
天
照
大
神
の

〈
ゆ
る
し
よ
り
)

の
神
号
ハ
、
今
時
許
敦
の
面
々
へ
も
容

注制州

制
約
ち
箆
鳴
流
と
申
し
て
今
車

神
代

ι起
り
、

に
流
布
し

広
有
験
な
り
。

日
勿
に
不
語
事
と
い
ヘ
ハ
、
夫
れ
立
妥
に

同
し
御
代
、

器
、
葛
西
藤
左
謝
門
と
名
乗
る
。
其
の

の
老
人
な
れ
と
も
、
流
義
師
範
脅
し

に
満
る

の
人

一
佑
様
御
家
中
也
。
一
克
控
よ

の
嫡
薄
と
也
。

嶋
流
の

一
ツ
に
し
て

ツ

委
を
以
て
、

ハ
別
れ
て
も
其
の

ツ
な
る
事
不
可
疑
。

の

末
に
断
之
。

御
当
地
江
参
り
候
当
田
半
丘
ハ
蕎
、

の
嫡
簿
、

に
同
人

い
へ
と
も

し
て
生
費
襲

潔
短
憲
也
。
御
家
中
に
も
門
弟
多
数
、

の
太
刀
高
覧
の
節
、

半
兵
衛
門
弟
仕
合
議
仰
付
候
節
、

は
開
門
同
士
の
仕
ん
は
無
講
座
候
段
申
切
る
。

ハ
被
仰
付
次
第
、
弟
子

一
小
限
拙
者
初
ニ
可
仕
候
。

辻
死
合
と

せ

て

上
げ
設
へ

に
ハ
不
被
患
者
、
鍔
と
も
事
荒
き
申
し
様
誌
な
り
候
故
、
調
合
点
可
被
遊
様
な
し
。

に
は
梅
合
点
被

候
て

も
、
万
人
広

ぺ
大
人
の
櫛
用
の
無
き
筈
な
れ
や
っ

禁
用
長
と
有
之
。

の
後
、
流
義
も

海
流
義

後
も
諸
流
一

に
高
覧
被
遊
候
得
と
も
、

の
義
ハ
不
被
仰
付
設
岳
。

よ
り
数
年
過
ぎ
、

日
、
七
十
余
議

ι

由

り
度
々

人
多
く
切
殺
し
候後
由士ハ

に
差
殺
し
、

跡
絶
え
果
て
侯

家
督
無
相
違
被
下
置
侯
得
と
も
、
折
々

?ツが

ぜ}

て
も
申
候
由
に

其
の

て

孫
如
此
な
ら
ん



〈
さ
て
〉

皆
、
半
兵
衛
靖
博
の
門
人

御
家
中
門
弟

(
ゆ
る
し
〉

其
の
内
詳
の
弟
子
唯

人
な
ら
で
な
し
。

の

上

一
人
浅
利
伊
兵
衛
均
禄
傍
受
。
均
禄
其

ハ
知
行

百
石
、

親
立
浅
利
五
蕗
左
藷
門
と
申
候
出
。

縦五尤
令三も
極ふ此
意
秘、
絶
え

果
て
侯
と
も
伝
J¥ 
一人，
S
外
は
印
可
不
鰐
来
挟
先
師
，
，
g
の
誌
の
出
。

に
至
て
ハ

均
諒
，
ho
極
意
皆
済
、

戸

皆
太
古
の
神
流
た
る
の
由
。

〈
一
戸
三
之
内
紛
〉

培
哉
、
此
の
神
流
宗
明
迄
に
て
、

ヌ
平
年
十
月
十
九
日
、

津

軽
弘
前
茂
森
町
に
て
七
十

yう込

り

五七

の
印
可
ハ

さ
て
、
当
日
流
に
三
品
有
。
山
崎
一
戸
田
は
今
越
前
に
省
、
山
鈎
勘
斎
の
跡
、
山
時
次
郎
左
藷
門
知
行
三
千
石
の
由
。

tま
始

祖
兼
牧
越
後
と
申
す
入
、

の
子
孫
も
今
に
兼
牧
越
後
と
申
て
、
知
行
ハ

万

何
れ
も
加
賀
宰
相
様
御
家
中
に
て
太
万
部
役

の
出

注

的

神

道

を

蕃

政

に

と

り

入

れ

た

こ

と

は

有

名

で

あ

る

。

五

才

で

山

鹿

葉

行

の

教

え

を
受
け
、
さ
ら
に
二
六
才
の
時
古
川
神
道
を
学
ん
だ
が
、
こ
れ
は
…
時
的
の
も
の
で
、
議
行
が
没
す
る
ま
で
儒
学
に
専
心
し
、
儒
学
に
基
い
て
護

政
を
狩
っ
た
。
四

O
才
を
喝
き
て
古
川
川
神
道
に
学
び
、
吉
川
惟
足
〈
初
代
、
従
時
〉
か
ら
一
事
重
位
の
許
証
を
得
、
さ
ら
に
従
持
の
死
後
、
二
代

惟
是
(
従
長
〉
に
つ
い
て
徹
設
的
広
学
び
、
元
韓
八
年
(
一
六
九
五
)
五

O
才
で
高
照
霊
社
と
袴
号
を
受
け
、
同
一
三
年
に
ニ
事
譲
位
、
一
七
年

ひ
も
ろ
ぎ
レ
わ
き
か

に
三
事
譲
位
、
続
い
て
、
盟
事
神
離
盤
境
唯
受
一
人
の
道
統
を
受
け
て
い
る
。
」
『
弘
前
市
史
・
藩
政
縮
』
(
既
出
〉
六
回
三
J
六
四
理
頁
。

ω
依
藤
太
秀
畏
卿
。
藤
原
秀
卿
の
こ
と
。
生
没
年
不
詳
。
平
安
前
期
の
鎮
守
海
将
躍
。
徒
四
位
下
。
魚
名
の
子
孫
。
下
野
大
縁
村
議
の
子
。
俵
藤

太
は
俗
称
。
一
千
将
門
の
乱
に
平
貞
窺
と
協
力
し
て
将
門
を
倒
し
、
そ
の
功
げ
い
よ
り
下
野
守
と
な
る
。
東
関
武
士
の
・
小
山
・
結
城
・
下
河
辺

氏
な
ど
の
祖
。
『
角
川
日
本
史
辞
典
b

(

昭
四
四
・
一
一
抜
〉
参
照
。

同
一
の
宮
組
波
斎
。
竹
林
流
弓
道
の
誼
・
石
堂
如
成
ハ
名
は
林
左
嶺
門
、
号
が
作
林
坊
、
麗

吋
日
本
武
道
全
集
・
第
五
巻
』
(
今
村
嘉
雄
一
緑
、
人
物
往
来
社
、
昭
四
一
、
七
)
一
二
六
一
段
。

的
不
訴
。
お
そ
ら
く
、
竹
林
流
系
の
人
物
と
思
わ
れ
る
G

日
開
星
野
酷
左
衛
門
遣
問
。
尾
州
蕃
土
。
叫
す
浄
棒
、
寛
文
二
年
〈
一
六
六
一
一
)
五
日

の
頃
罵
掛
川
藩
土
〉
の
弟
子
。
尾
期
椅
須
藩
士
。
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れ
、
足
州
系
竹
抹
誌
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
。
一
克
諒
九
年
(
一
六
九
六
〉
五
月
六
日
、
五
五
歳
で
役
し
た
。

著
、
結
審
房
、
昭
五
七
・
一
一
〉
六
二
九
真
3

『
号
本
武
道
全
築
事
一
第
五
巻
』
〈
既
出
〉
一
二
七
真
。

川
川
本
間
託
部
左
衛
門
医
峰
。
「
見
詰
十
五
年
弓
道
石
堂
竹
梓
流
射
手
、
於
江
戸
表
被
砧
砲
。
一
一
月
二
日
御
川
御
傑
投
か
。

尤
御
家
中
之
詰
範
被
仰
付
。
江
戸
・
御
昌
共
に
門
弟
余
多
者
之
由
」
「
抑
本
開
託
部
左
荷
門
は
、
其
先
紀
州
家
の
人
に
て
、
本
苗
木
村
典
勝
と
去

し
と
也
。
黙
る
じ
向
か
子
細
有
て
護
家
出
奔
し
駄
に
も
成
長
哉
。
御
当
家
に
出
て
後
、
弥
名
町
ま
り
、
名
人
と
も
可
謂
射
手
一
広
三
吋
奥
富
士
物

語
・
巻
七
b

内
新
編
青
森
県
叢
常
一
回
(
ム
ハ
〉
h

所
収
、
二
七
一
頁
。
円
津
軽
藩
旧
記
缶
類
』
…
一
一
九
一
頁
。

M
W

馬
読
に
お
け
る
神
道
流
と
い
う
流
名
出
不
詳
、
神
当
流
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
い
A

し
円
武
芸
流
派
事
典
』
〈
綿
谷
哲
端
、
薪
人
物
往
来

社
、
昭
盟
国
、
二
四
九
頁
〉
で
は
「
日
本
騎
道
史
」
を
引
用
し
、
「
津
軽
自
我
藩
主
耕
一
中
守
信
致
。
正
保
二
年
金
れ
。
養
生
軒
ま
た
請
和
堂
と
号

す
。
宝
永
七
年
死
去
。
六
五
議
。
心
陰
流
を
土
罷
高
兵
衛
に
神
統
流
を
毛
料
開
応
部
少
輔
に
学
ぶ
。
当
時
津
軽
藩
に
お
こ
な
わ
れ
た
長
崎
流
、
持
当

流
、
近
援
誌
を
折
衷
し
て
一
読
を
観
め
、
御
当
流
と
い
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
毛
利
刑
部
少
轄
に
つ
い
て
は
不
詳
。

待
土
屋
忠
兵
籍
。
神
陰
流
は
釦
の
流
名
の
よ
う
で
あ
る
、
が
、
こ
与
で
は
右
の
注
の
と
民
じ
よ
う
じ
思
議
の
流
名
で
あ
る

0
2向
性
別
流
派
事
典
』
(
既

出
i
二
四
八
一
良
)
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
つ
骨
平
流
」
次
倉
流
の
次
令
約
百
喝
の
門
人
、
土
屋
忠
丘
(
藷
か
ら
一
部
馬
骨
子
流
と
改
称
し

た
。
忠
兵
衛
は
名
を
和
貞
と
い
与
、
江
戸
旗
本
で
あ
っ
た
。
態
見
神
当
流
二
代
の
渡
辺
勝
兵
器
良
直
に
学
ぶ
。
缶
系
は
福
井
藩
に
残
っ
た
。

伸
長
埼
義
左
街
門
Q

長
崎
議
在
語
門
政
友
(
長
埼
流
馬
術
の
組
〉
の
子
、
長
崎
主
膳
の
こ
と
。
『
奥
富
士
物
語
・
巻
一
一
一
』
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

「
武
江
に
岩
杭
浪
人
な
る
べ
し
、
長
崎
犠
在
一
衛
門
と
一
五
人
有
、
近
授
流
馬
信
の
達
人
と
云
。
本
よ
り
御
家
江
御
出
入
議
又
掛
師
匠
筋
の
人
の
な

る
べ
し
。
思
御
扱
の
由
。
然
に
一
光
接
十
五
年
午
了
二
月
十
五
時
、
儀
左
衛
梓
主
詰
召
出
候
而
翠
年
正
丹
十
一
自
に
新
知
行
一
一
一
百
石
被
下
置
、
御
近

習
小
姓
蛇
広
被
保
社
御
お
仕
供
。
日
一
其
後
之
震
は
如
何
様

ι被
召
仕
院
や
不
承
候
L

川
河
こ
与
で
は
馬
記
の
こ
と
で
、
長
崎
流
、
神
当
〈
道
〉
流
、
返
授
誌
等
諸
流
者
極
め
た
つ
津
軽
信
政
」
は
、
こ
れ
を
総
合
し
、
さ
ら
に
自
分
の
工

夫
を
加
え
て
「
御
当
流
」
と
称
し
た
。

ω
提
薪
右
笥
門
正
臨
の
こ
と
。
新
右
衛
門
一
止
臨
は
、
本
多
美
作
の
家
臣
渡
辺
善
兵
衛
勝
網
の
子
で
、
抑
制
次
郎
丘
(
高
正
士
患
の
養
子
と
な
っ
た
。
小
野

次
郎
者
衛
門
忠
常
の
門
人
と
し
て
一
刀
流
を
学
び
按
群
。
語
川
四
代
家
綱
、
五
代
摺
吉
に
仕
え
た
。
天
和
元
年
(
一
六
八
二
十
二
月
十
八
日
没
。

梶
派
一
刀
流
の
担
。
『
日
本
武
道
全
集
・
第
二
巻
』
〈
既
出
〉
一
一
一
五
一
良
参
問
。

な
お
円
奥
富
士
物
語
・
巻
四
い
に
よ
れ
ば
、
は
、
提
諒
一
一
刀
流
の
流
れ
を
汲
む
山
田
伊
右
寄
門
広
久
を
援
用
し
て
い
る
。

「

御

神

社

様

会

、

天

和

二

年

(

)

梶

派

一

刀

流

飢

術

山

間

F
志
エ
門
藤
原
広
久
を
被
召
抱
。
天
和
一
一
一
年
…
一
一
月
十
五
日
御

中
十
設
に
被
仰
付
。
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広
久
浪
人
に
て
武
州
江
戸
に
君
住
に
て
昆
正
直
に
依
り
刺
型
を
学
び
精
妙
を
得
た
り
。
今
捻
て
接
現
之
一
去
と
呂
ふ
。

御
当
家
に
被
召
出
、
数
年
に
し
て
一
克
禄
十
一
部
年
三
六
九
八
或
い
は
一
六
九
九
〉
一
一
一
月
期
日
、
新
知
百
五
L
i
石
被
下
。
路
L

M
W

小
野
次
郎
右
寄
門
忠
方
の
こ
と
。
均
実
富
士
物
語
・
巻
山
h

に
、
津
軽
弘
前
帯
の
小
野
原
一
刀
流
道
認
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
妙
心
院
様
(
津
軽
信
政
〉
、
小
野
次
停
右
需
門
忠
方
に
従
わ
せ
ら
れ
、
其
の
術
精
妙
に
述
ぜ
わ
る
。
尤
御
能
停
を
以
て
と
公
。
小
野
一
刀
と

臼
ふ
。
一
山
川
刊
誌
肌
後
年
極
意
は
忠
方
怠
…
仏
語
返
伝
道
ば
ざ
る
と
也
。
是
よ
り
代
々
小
野
家
と
御
万
一
伝
む
成
る
。
故
に
掛
詫
犠
と
成
て
擬
探
共
も
議
拘

ら
れ
、
同
流
之
外
表
稽
古
と
難
も
能
見
許
さ
れ
ざ
る
ん
郎
能
。
尚
一
、
潜
殺
佑
寧
公
ハ
津
較
七
代
帯
主
〉
最
も
其
の
指
鍔
勝
れ
遊
ば
さ
る
と
意
。
御
家

に
従
い
、
小
野
家
之
返
り
御
信
之
繰
と
謡
」

な
お
、
小
野
次
郎
右
禽
門
忠
方
よ
り
M

総
務
を
習
う
に
つ
い
て
は
吋
津
軽
史
・
第
十
四
巻
加
〈
青
森
県
文
北
対
銃
護
協
会
、
青
森
思
図
書
舘
、
昭

五
九
、
一
一
一
、
三
五
〉
二
七
四
i
一
一
七
六
一
見
広
詳
し
い
。

M
W

康
宏
事
件
の
こ
と
。
駿
安
四
年
ハ
一
六
五
一
〉
出
井
正
信
て
丸
橋
忠
弥
ら
浪
人
の
…
団
が
江
戸
幕
府
の
覆
援
を
は
か
っ
た
事
件
。
「
角
川
日
本

史
辞
典
い
験
照
。

M
W

我
等
式
。
状
等
し
き
、
「
し
診
」
は
程
変
の
低
い
こ
と
を
表
す
接
尾
語
。
我
々
程
度
、
我
々
一
風
情
の
意
。

帥
鹿
島
流
。
替
取
神
宮
と
と
も
広
鹿
島
神
宮
は
武
持
を
祭
る
社
と
し
て
武
芸
者
の
尊
敬
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
神
宮
た
ち
も
住
吉
よ
り
剣
を

専
ら
と
し
た
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
流
名
は
謹
弟
対
量
一
一
妻
苦
〈
天
採
十
四
年
一
八
四
一
二
i
i
備
前
向
山
藩
士
謀
議
穆
の
著
、
『
新
一
編
式
指
叢
書
(
全
)
』

所
収
、
一
一

O
九
頁
〉
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
系
列
に
は
種
々
異
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
、
本
文
に
る
る
よ
う
に
「
当
田
流
の
極
意

と
鹿
嶋
流
の
極
意
と
、
一
ツ
に
し
て
二
ツ
非
す
」
と
す
れ
ば
、
こ
L

に
一
五
う
鹿
嶋
流
と
当
田
流
と
の
関
係
づ
け
は
難
し
い
。
市
立
雷
雲
揺
説
、

品
l
加
l

判
官
ゴ
回
流
剣
術
濫
鰻
拾
書
(
山
吉
見
文
車
)
』
で
は
、
日
向
鵜
戸
大
権
i
慈
音
和
尚
l
中
条
兵
車
之
助
(
以
下
略
〉
と
な
っ
て
い
て
、
当

間
流
は
中
条
流
か
ら
発
し
た
こ
と
に
・
な
っ
て
い
る
。

伸
二
戸
三
之
助
宗
明
。
津
軽
が
生
ん
だ
患
指
の
武
芸
者
。
と
く
に
浅
利
伊
兵
布
均
禄
よ
り
当
回
流
剣
術
を
、

秘
弓
矢
(
石
堂
竹
林
流
)
を
、
高
田
平
右
寄
門
正
重
よ
り
宝
議
院
流
拾
摘
の
奥
伝
を
受
け
た
。
な
お

に
略
伝
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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の
年

し
ま
し
た
。
御
寄
議
さ
れ
た
方
々
、
御
協
力
下
さ
っ

の
成
果
を
本
誌
に
ふ
る
っ
て
御
投
稿
さ
れ
る

々
に
端
集
員
一
向
深
く

い
た
し

集

後

記

行
も
、
ム
ワ
号
を
も
ち
ま
し
て

」
と
を
期
持
し
て
お
り
ま
す
。

関
部
で
、

に
は
、
そ
の
超
過
分
を
研
究
費
よ
り
負
担
一
し
て
い
た
だ

っ
き

定
額
以
上
の
却
崩

な
お
、
今
年
度
は
、

か
か
る
投
稿
者

、

拘

仰

を
し

v
J
'
h

、い
v

i

}

事

B

、、
uu-

ま
す
。

く
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
制
御
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸

譲

委

員

会

子

貞

雄

田

茂

宮

昭

出島

靖

第21号ま己レい
p
a勾
』
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